
JP 6318616 B2 2018.5.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被記録媒体に対して液滴を吐出する記録ヘッドと、
　装置本体内部に配置され、装置本体の動作に必要な電力を供給するバッテリと、を備え
、
　前記バッテリは前記装置本体に対して着脱可能であり、
　前記装置本体側の前記バッテリとの接続部は、前記記録ヘッドから液滴が吐出されたと
きに生じるミストの移動経路から遮蔽され、
　前記記録ヘッドから液滴が吐出されたときに生じるミストを移動させて回収する前記移
動経路を構成する回収路が設けられ、
　前記接続部と前記回収路との間に仕切り部材が設けられている
ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記仕切り部材は、前記回収路を形成する部材である
ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記装置本体には、前記被記録媒体を収容した給紙カセットを有し、
　前記バッテリは、前記給紙カセットの上方で着脱可能である
ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項４】
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　前記バッテリは、前記被記録媒体の搬送経路の下方で着脱可能である
ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　被記録媒体に対して液滴を吐出する記録ヘッドと、
　装置本体内部に配置され、装置本体の動作に必要な電力を供給するバッテリと、を備え
、
　前記バッテリは前記装置本体に対して着脱可能であり、
　前記記録ヘッドから液滴を吐出する液滴吐出領域は、前記装置本体側の前記バッテリと
の接続部と、前記記録ヘッドから液滴が吐出されたときに生じるミストを流す気流を発生
させる気流発生手段との間に配置されている
ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項６】
　前記装置本体は、前記バッテリを取り外した状態で、商用電源に接続されるＡＣアダプ
タによって電力供給が可能である
ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像形成装置に関し、特に液滴を吐出する記録ヘッドを備え、バッテリ駆動が
可能な画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プリンタ、ファクシミリ、複写装置、プロッタ、これらの複合機等の画像形成装置とし
て、例えば液滴を吐出する液体吐出ヘッド（液滴吐出ヘッド）からなる記録ヘッドを用い
た液体吐出記録方式の画像形成装置としてのインクジェット記録装置が知られている。
【０００３】
　このような画像形成装置としては、バッテリ駆動方式のものが知られている。例えば、
画像形成装置本体の外部にバッテリと充電手段とを内蔵する充電装置を取り付けて、画像
形成装置と充電装置とを一体に収容スタンド内に収容することで、充電装置のバッテリに
充電されるようにし、充電装置は画像形成装置のＤＣ入力用ジャックを覆う目隠し部位を
有し、充電装置を取り付けた画像形成装置を収容スタンドに収容すると、充電装置のＤＣ
入力用ジャックが収容スタンドの構成部位で覆われるようにしたものがある（特許文献１
）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４３３８１７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、バッテリ駆動方式で、バッテリを装置本体の外部に接続する構成にあっ
ては、バッテリを忘れたときには動作不能になるなど使い勝手が悪いという課題がある。
【０００６】
　そこで、装置本体内部にバッテリを着脱可能に装着できるように構成することが考えら
れる。
【０００７】
　ところが、液体吐出方式で画像を形成する装置にあっては、ミスト（インクミスト）が
発生し、ミストが装置本体のバッテリとの接続部に付着すると、接触不良が発生し、或い
は、給電路の抵抗が大きくなって十分な電力供給を行えなくなるおそれが生じる。
【０００８】
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　本発明は上記の課題に鑑みてなされたものであり、装置本体内部のバッテリとの接続部
へのミストの付着を低減して安定した電力供給を行えるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するため、本発明に係る画像形成装置は、
　被記録媒体に対して液滴を吐出する記録ヘッドと、
　装置本体内部に配置され、装置本体の動作に必要な電力を供給するバッテリと、を備え
、
　前記バッテリは前記装置本体に対して着脱可能であり、
　前記装置本体側の前記バッテリとの接続部は、前記記録ヘッドから液滴が吐出されたと
きに生じるミストの移動経路から遮蔽され、
　前記記録ヘッドから液滴が吐出されたときに生じるミストを移動させて回収する前記移
動経路を構成する回収路が設けられ、
　前記接続部と前記回収路との間に仕切り部材が設けられている
構成とした。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、装置本体内部のバッテリとの接続部へのミストの付着を低減して安定
した電力供給を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る画像形成装置の外観斜視説明図である。
【図２】同じくバッテリカバーを取り外した状態の外観斜視説明図である。
【図３】同じくバッテリを抜き出す状態の外観斜視説明図である。
【図４】装置本体内部の機構部のバッテリを装着した状態の斜視説明図である。
【図５】同機構部のバッテリをバッテリソケットから抜いている状態の斜視説明図である
。
【図６】ミスト移動経路の説明に供する平面説明図である。
【図７】同じく斜視説明図である。
【図８】同じく側面カバーとミスト回収路の説明に供する斜視説明図である。
【図９】同じく図８の分解斜視説明図である。
【図１０】本発明の第２実施形態に係る画像形成装置の外観斜視説明図である。
【図１１】同じく装置本体内部の斜視説明図である。
【図１２】本発明の第３実施形態の装置本体内部の斜視説明図である。
【図１３】本発明の第４実施形態に係る装置本体内部の斜視説明図である。
【図１４】本発明の第５実施形態に係る装置本体内部の斜視説明図である。
【図１５】本発明の第６実施形態に係る装置本体内部の斜視説明図である。
【図１６】本発明の第７実施形態に係る装置本体内部の斜視説明図である。
【図１７】本発明の第８実施形態に係る画像形成装置の外観斜視説明図である。
【図１８】同じく画像形成装置の外観斜視説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について添付図面を参照して説明する。本発明の第１実施形
態について図１ないし図３を参照して説明する。図１は同実施形態に係る画像形成装置の
外観斜視説明図、図２は同じくバッテリカバーを取り外した状態の外観斜視説明図、図３
は同じくバッテリを抜き出す状態の外観斜視説明図である。
【００１３】
　この画像形成装置は、シリアル型画像形成装置であり、装置本体１０１と、装置本体１
０１の上部に設けられたスキャナ１０２とを備えている。
【００１４】
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　装置本体１０１の前面側には、被記録媒体を収容する給紙カセットと画像が形成された
被記録媒体を受ける排紙トレイを一体化した給排紙カセット１０３が着脱可能に装着され
ている。
【００１５】
　装置本体１０１の一側部には、装置本体１０１の各部の動作に必要な電力を供給するバ
ッテリ１０４が、装置本体１０１に対して着脱可能に装着されて配置されている。バッテ
リ１０４はバッテリカバー１０５にて覆われている。
【００１６】
　次に、この画像形成装置の装置本体内部の構成について図４及び図５も参照して説明す
る。図４は装置本体内部の機構部のバッテリを装着した状態の斜視説明図、図４は同機構
部のバッテリをバッテリソケットから抜いている状態の斜視説明図である。
【００１７】
　装置本体１０１は、バッテリ１０４を着脱可能に装着するバッテリソケット１０６を有
している。バッテリソケット１０６には、バッテリ１０４を装着したときにバッテリ１０
４の給電端子と接続される接続部となる電力供給用の接続端子１０７が設けられている。
【００１８】
　一方、装置本体１０１の内部には、被記録媒体に液滴を吐出して画像を形成する２つの
記録ヘッド１１１を搭載したキャリッジユニット１１２が主走査方向（媒体送り方向と直
交する方向）に往復移動可能に配置されている。
【００１９】
　そして、キャリッジユニット１１２に対向して被記録媒体（用紙）を搬送する搬送部１
１３が設けられている。搬送部１１３は、ここでは搬送ベルト１３１を使用しているが、
これに限らず、搬送ローラとプラテン部材（搬送ガイド部材）などを使用する構成でもよ
い。
【００２０】
　次に、本実施形態におけるミスト移動経路について図６ないし図９も参照して説明する
。図６は同説明に供する平面説明図、図７は同じく斜視説明図、図８は同じく側面カバー
とミスト回収路の説明に供する斜視説明図、図９は同じく図８の分解斜視説明図である。
【００２１】
　この画像形成装置では、キャリッジユニット１１２が往復移動しながら記録ヘッド１１
１から画像形成を行うために液滴を吐出するときにミストが発生し、搬送部１１３の搬送
ベルト１３１上の領域がミスト発生領域２０１となる。
【００２２】
　一方、ミスト発生領域２０１で発生するミストを回収するための気流を発生させるファ
ン２０２を備えている。
【００２３】
　そして、ミスト発生領域２０１で発生するミストは、矢印で示すミスト移動経路２１０
ａ～２１０ｆに沿って移動する。
【００２４】
　つまり、ミスト発生領域２０１から装置本体１０１の左カバー１０８側に誘導される。
そして、左カバー１０８１と仕切り部材である回収路形成部材２０３との間で形成した移
動経路２１０を構成する回収路２０４内を移動し、ファン２０２によって吸い込まれ、装
置本体１０１の前フレーム１０９上を通過して、装置本体１０１の右側から排出される。
【００２５】
　なお、回収路形成部材２０３は、図９に示すように、左カバー１０８に設けたリブ１０
８ａに両面テープや接着剤などで固定され、これにより回収路２０４を形成している。
【００２６】
　つまり、キャリッジユニット１１２は、図６に示す位置をホーム位置としている。この
ホーム位置には、記録ヘッド１１１の維持回復を行う図示しない維持ユニットが配置され
ている。維持ユニットには、記録ヘッド１１１をキャッピングするキャップやノズル面を
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払拭するワイパ部材などを備えている。
【００２７】
　そのため、ミスト発生領域２０１で発生するミストを回収するにはキャリッジユニット
１１２のホーム位置側とは反対側に誘導する必要がある。
【００２８】
　一方、バッテリ１０４によって装置本体１０１の各部を駆動する方式の場合、バッテリ
１０４とホーム位置にある記録ヘッド１１１や維持ユニットとが近い配置であると、バッ
テリ１０４で生じる熱が記録ヘッド１１１や維持ユニットに影響する。その結果、ノズル
内のインクの増粘や固化などによって吐出不良が生じたり、ワイパ部材に付着した廃液が
固着して払拭不良による維持回復不良が生じたりするおそれがある。
【００２９】
　そこで、維持ユニットとバッテリ１０４とは離して配置することが好ましいので、本実
施形態では、維持ユニットとバッテリ１０４とを、装置本体１０１の主走査方向の両端部
側にそれぞれ配置している。これにより、ミスト発生領域２０１で発生したミストを誘導
する側にバッテリ１０４及びバッテリソケット１０６を配置することになる。
【００３０】
　そのため、上述したように、ミスト発生領域２０１で発生するミストを回収するために
キャリッジユニット１１２のホーム位置側とは反対側に誘導すると、バッテリ１０４の傍
らをミストが移動することになる。このとき、ミストがバッテリソケット１０６の接続端
子１０７に付着すると、接触不良や給電抵抗の増大による供給電力不足が生じることにな
る。
【００３１】
　そこで、本実施形態では、バッテリ１０４の傍に、左カバー１０８と回収路形成部材２
０３との間で回収路２０４を形成する。これにより、バッテリ１０４との接続部である接
続端子１０７は、ミストが移動する回収路２０４との間を回収路形成部材２０３で仕切ら
れて遮蔽されるようにしている。
【００３２】
　このように、装置本体側のバッテリとの接続部は、記録ヘッドから液滴が吐出されたと
きに生じるミストの移動経路から遮蔽されている構成する。これによって、装置本体内部
にバッテリを着脱可能に装着する構成を採用しても、装置本体のバッテリとの接続部をミ
ストから保護して安定した電力供給を行うことができる。
【００３３】
　次に、本発明の第２実施形態について図１０及び図１１を参照して説明する。図１０は
同実施形態に係る画像形成装置の外観斜視説明図、図１１は同じく装置本体内部の斜視説
明図である。
【００３４】
　本実施形態では、給紙カセットを含む給排紙カセット１０３の上方であって、装置本体
１０１の前フレーム１０９との間に、バッテリ１０４を着脱可能に装着する構成としてい
る。
【００３５】
　このとき、バッテリ１０４と前フレーム１０９によってミスト移動経路（回収路）２１
０ｅなどから遮蔽されている。
【００３６】
　これによって、図示しないバッテリソケットに設けられる装置本体１０１側のバッテリ
１０４との接続端子にミストが付着することが低減される。
【００３７】
　次に、本発明の第３実施形態について図１２を参照して説明する。図１２は同実施形態
に係る画像形成装置の装置本体内部の斜視説明図である。
【００３８】
　本実施形態では、搬送経路を構成する搬送部１１３の下方にバッテリ１０４を着脱可能
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に装着する構成としている。
【００３９】
　このとき、バッテリ１０４を接続する接続端子（接続部）と搬送部１１３との間には図
示しない遮蔽部材が設けられて、接続部はミストの移動経路（回収路）２１１などの矢印
で示す経路から遮蔽されている。
【００４０】
　これによって、図示しないバッテリソケットに設けられる装置本体１０１側のバッテリ
１０４との接続端子にミストが付着することが低減される。
【００４１】
　次に、本発明の第４実施形態について図１３を参照して説明する。図１３は同実施形態
に係る装置本体内部の斜視説明図である。
【００４２】
　本実施形態は、前記第１実施形態と同様に、キャリッジユニット１１２が往復移動する
領域が液滴吐出領域であるミスト発生領域２０１となる。
【００４３】
　また、ミスト発生領域２０１で発生するミストを回収するための気流を発生させる気流
発生手段であるファン２０２を備えている。
【００４４】
　そして、装置本体の上下方向（高さ方向）において、液滴吐出領域であるミスト発生領
域２０１は、装置本体側のバッテリ１０４との接続部である接続端子１０７と、気流発生
手段であるファン２０２との間（範囲Ａ）に配置されている。
【００４５】
　このとき、装置本体側のバッテリ１０４との接続部である接続端子１０７は、ファン２
０２で発生される気流の経路外に配置されることになる。
【００４６】
　これにより、ミスト発生領域２０１で発生するミストは、装置本体側のバッテリ１０４
との接続部である接続端子１０７の方向に流れることがなく、ファン２０２によっては排
気される。
【００４７】
　したがって、装置本体１０１側のバッテリ１０４との接続端子１０７にミストが付着す
ることが低減される。
【００４８】
　次に、本発明の第５実施形態について図１４を参照して説明する。図１４は同実施形態
に係る装置本体内部の斜視説明図である。
【００４９】
　本実施形態では、ミスト発生領域２０１のキャリッジ主走査方向両端部側で、ミスト発
生領域２０１よりも装置本体の後側側（バッテリ１０４の着脱側と反対側）に、ファン２
０２、２０２を備えている。したがって、ファン２０２を駆動することで発生する気流に
よってミスト移動経路２１０に沿ってミストが移動することになる。
【００５０】
　つまり、装置本体を平面で見たとき、液滴吐出領域であるミスト発生領域２０１は、装
置本体側のバッテリ１０４との接続部である接続端子１０７と、気流発生手段であるファ
ン２０２との間（範囲Ａ）に配置されている。
【００５１】
　このとき、装置本体側のバッテリ１０４との接続部である接続端子１０７は、ファン２
０２で発生される気流の経路外に配置されることになる。
【００５２】
　これにより、ミスト発生領域２０１で発生するミストは、装置本体側のバッテリ１０４
との接続部である接続端子１０７の方向に流れることがなく、ファン２０２によっては排
気される。
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【００５３】
　次に、本発明の第６実施形態について図１５を参照して説明する。図１５は同実施形態
に係る装置本体内部の斜視説明図である。
【００５４】
　本実施形態では、ミスト発生領域２０１のキャリッジ主走査方向両端部側で、ミスト発
生領域２０１よりも装置本体の後側側（バッテリ１０４の着脱側と反対側）に、ファン２
０２、２０２を備えている。したがって、ファン２０２を駆動することで発生する気流に
よってミスト移動経路２１０に沿ってミストが移動することになる。
【００５５】
　つまり、装置本体の高さ方向で、液滴吐出領域であるミスト発生領域２０１は、装置本
体側のバッテリ１０４との接続部である接続端子１０７と、気流発生手段であるファン２
０２との間（範囲Ａ）に配置されている。
【００５６】
　このとき、装置本体側のバッテリ１０４との接続部である接続端子１０７は、ファン２
０２で発生される気流の経路外に配置されることになる。
【００５７】
　これにより、ミスト発生領域２０１で発生するミストは、装置本体側のバッテリ１０４
との接続部である接続端子１０７の方向に流れることがなく、ファン２０２によっては排
気される。
【００５８】
　次に、本発明の第７実施形態について図１６を参照して説明する。図１６は同実施形態
に係る装置本体内部の斜視説明図である。
【００５９】
　本実施形態は、前記第３実施形態と同様に、搬送経路を構成する搬送部１１３の下方に
バッテリ１０４を着脱可能に装着する構成としている。
【００６０】
　つまり、装置本体の高さ方向で、液滴吐出領域であるミスト発生領域２０１は、装置本
体側のバッテリ１０４との接続部である接続端子１０７と、気流発生手段であるファン２
０２との間（範囲Ａ）に配置されている。
【００６１】
　このとき、装置本体側のバッテリ１０４との接続部である接続端子１０７は、ファン２
０２で発生される気流の経路外に配置されることになる。
【００６２】
　これにより、ミスト発生領域２０１で発生するミストは、装置本体側のバッテリ１０４
との接続部である接続端子１０７の方向に流れることがなく、ファン２０２によっては排
気される。
【００６３】
　次に、本発明の第８実施形態について図１７及び図１８を参照して説明する。図１７及
び図１８は同実施形態に係る画像形成装置の外観斜視説明図である。
【００６４】
　本実施形態は、商用電源３０１に接続されるＡＣアダプタ（ＡＣ充電器）３００を介し
て電力を供給可能としている。この場合、図１７に示すように、バッテリ１０４を装置本
体１０１に装着したままで使用し、バッテリ１０４を充電可能とすることもできる。また
、図１８に示すように、バッテリ１０４を装置本体１０１から抜き出した状態（装着して
いない状態）で使用することもできる、
【００６５】
　いずれにしても、ＡＣアダプタ３００を接続しているときには、ＡＣアダプタ３００側
から電力供給が行われ、装置全体を動作できるようにしている。
【００６６】
　すなわち、バッテリ１０４には、繰り返し充電の回数の寿命があり、バッテリ１０４を
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装置に装着していると、放電、充電を繰り返してしまうことになる。そこで、バッテリ１
０４を装着しなくても装置を動作できるようにすることで、バッテリ１０４の寿命を延ば
すことができる。
【００６７】
　ところが、このようにバッテリ１０４を装着しないで駆動できるようにすると、装置本
体の接続部である接続端子１０７が露出した状態で液滴を吐出して記録動作を行うことに
なる。つまり、接続端子１０７が露出した状態でミストが発生することになる。
【００６８】
　そこで、前述した各実施形態のように構成することで、ミストは装置本体側のバッテリ
との接続部である接続端子に付着することが低減し、バッテリから電力供給を行うときに
、安定した電力供給を行うことが可能になる。
【００６９】
　上記各実施形態において、ファン（気流発生手段）は、画像形成動作を行っていないと
き、バッテリを装置本体から抜き出してＡＣアダプタによって電力供給している場合に駆
動することができる。これにより、画像形成動作を行っているとき、ファンの駆動による
電力消費を低減して、画像形成動作に優先的に電力供給することができる。
【００７０】
　なお、「画像形成装置」は、紙、糸、繊維、布帛、皮革、金属、プラスチック、ガラス
、木材、セラミックス等の媒体に液体を吐出して画像形成を行う装置を意味する。また、
「画像形成」とは、文字や図形等の意味を持つ画像を媒体に対して付与することだけでな
く、パターン等の意味を持たない画像を媒体に付与すること（単に液滴を媒体に着弾させ
ること）をも意味する。
【００７１】
　また、「インク」とは、特に限定しない限り、インクと称されるものに限らず、記録液
、定着処理液、液体などと称されるものなど、画像形成を行うことができるすべての液体
の総称として用い、例えば、ＤＮＡ試料、レジスト、パターン材料、樹脂なども含まれる
。
【００７２】
　また、「画像」とは平面的なものに限らず、立体的に形成されたものに付与された画像
、また立体自体を三次元的に造形して形成された像も含まれる。
【００７３】
　また、画像形成装置には、特に限定しない限り、シリアル型画像形成装置及びライン型
画像形成装置のいずれも含まれる。
【符号の説明】
【００７４】
　　１０１　装置本体
　　１０２　スキャナ
　　１０３　給紙カセット
　　１０４　バッテリ
　　１０５　バッテリカバー
　　１０６　バッテリソケット
　　１０７　接続端子（接続部）
　　１０８　左カバー
　　１０９　前フレーム
　　１１１　記録ヘッド
　　１１２　キャリッジユニット
　　１１３　搬送部
　　２０１　ミスト発生領域
　　２０３　回収路形成部材
　　２０４　回収路
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　　２１０、２１０ａ～２０１ｆ　ミスト移動経路
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